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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成22年6月24日(2010.6.24)

【公開番号】特開2008-135713(P2008-135713A)
【公開日】平成20年6月12日(2008.6.12)
【年通号数】公開・登録公報2008-023
【出願番号】特願2007-260495(P2007-260495)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｆ   1/44     (2006.01)
   Ｈ０１Ｆ   1/14     (2006.01)
   Ｈ０１Ｆ   1/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｆ  27/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｆ   1/28    　　　　
   Ｈ０１Ｆ   1/14    　　　　
   Ｈ０１Ｆ   1/00    　　　Ｃ
   Ｈ０１Ｆ  27/36    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成22年5月7日(2010.5.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　積層型軟磁性シートの製造方法であって、以下の工程（Ａ）～（Ｄ）：
　（Ａ）少なくとも扁平な軟磁性粉末と、グリシジル基を有するアクリルゴムと、エポキ
シ樹脂と、エポキシ樹脂用潜在性硬化剤と、溶剤とを混合してなる軟磁性組成物を、剥離
基材上に塗布し、軟磁性組成物の硬化反応が実質的に生じない温度Ｔ１で乾燥し、剥離基
材を取り除いて硬化性軟磁性シートを取得する工程；
　（Ｂ）該硬化性軟磁性シートを２以上用意し、それらを積層して積層物を取得する工程
；
　（Ｃ）得られた積層物を、硬化反応が実質的に生じない温度Ｔ２において、線圧を印加
するラミネーターにて線圧力Ｐ１、線圧力Ｐ２及び線圧力Ｐ３（但し、Ｐ１＜Ｐ２＜Ｐ３
）で順次圧縮する工程；　及び
　（Ｄ）続いて硬化反応が生ずる温度Ｔ３において、圧縮された積層物を、面圧を印加す
るプレス機で圧縮して積層型軟磁性シートを得る工程
を有することを特徴とする製造方法。
【請求項２】
　Ｐ１が２～１０ｋｇｆ／ｃｍであり、Ｐ２が１０～２０ｋｇｆ／ｃｍであり、Ｐ３が２
０～５０ｋｇｆ／ｃｍであり、面圧が１０～６０ｋｇｆ／ｃｍ２である請求項１記載の製
造方法。
【請求項３】
　Ｔ１が５０～９０℃であり、Ｔ２が７０～１３０℃であり、Ｔ３が１４０～２００℃で
ある請求項１または２記載の製造方法。
【請求項４】
　工程（Ｃ）におけるラミネーターのラインスピードが０．１～５ｍ／分である請求項１
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～３のいずれかに記載の製造方法。
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